
指定校推薦型

公募推薦型 ＜Ⅰ期＞

公募推薦型 ＜Ⅱ期＞

11月  1日（月）～ 11月18日（木）

11月  1日（月）～ 11月18日（木）

12月  1日（水）～ 12月14日（火）

11月22日（月）

11月22日（月）

12月16日（木）

11月25日（木）

11月25日（木）

12月19日（日）

12月  1日（水）

12月  1日（水）

12月21日（火）

大学入学共通テスト利用型＜Ⅱ期＞

12月24日（金）～   2月13日（日）

  2月  2日（水）～   3月  9日（水）

12月24日（金）～   1月25日（火）

  1月  4日（火）～   2月10日（木）

  1月  4日（火）～   2月25日（金）

  1月27日（木）

  2月14日（月）

  2月28日（月）

  2月  1日（火）   2月  3日（木）

  2月15日（火）

  3月11日（金）

  2月17日(木）

  3月15日（火）

大学での個別試験は
実施しません

大学での個別試験は
実施しません

  2月21日（月）

  3月17日（木）

個別試験型＜A日程＞
（学費減免チャレンジ入試）

  9月  1日（水）～   9月14日（火）

  9月  1日（水）～   9月14日（火）

  9月  1日（水）～   9月28日（火）

  9月  1日（水）～ 10月19日（火）

11月  1日（月）～ 11月18日（木）

12月  1日（水）～ 12月14日（火）

  1月  4日（火）～   2月13日（日）

  2月  2日（水）～   2月28日（月）

 

  9月16日（木）

  9月16日（木）

  9月30日（木）

10月21日（木）

11月22日（月）

12月16日（木）

  2月15日（火）

  3月  2日（水）

  9月19日（日）

  9月19日（日）

10月  3日（日）

10月24日（日）

11月25日（木）

12月19日（日）

  2月17日（木）

  3月  4日（金）

 

11月  1日（月）

11月  1日（月）

11月  1日（月）

12月  1日（水）

12月21日（火）

  2月21日（月）

  3月  7日（月）

11月  1日（月）特待生型

課題提出型
活動報告型

大学入学共通テスト利用型＜Ⅰ期＞
（学費減免チャレンジ入試）

個別試験型＜B日程＞

個別試験型＜全学統一日程＞

  2月21日（月）

  3月  7日（月）

＜Ⅰ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅱ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅲ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅳ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅴ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅵ期＞

課題提出型
活動報告型

＜Ⅶ期＞

時代は大きく変わっています。グローバル化や絶え間ない技術革新で社
会や職業の在り方も大きく変わっています。めまぐるしく変化する社会の
中で生きていくために必要なのは、自らの視点で問題を発見し解決してい
く能力です。だからこそ、田園調布学園大学は、あなたの“いままで” そし
て、“これから” を、学習成績だけにとらわれず、多面的・総合的に評価し、
あなたの持ついろいろなチカラを見つけていきたいと思っています。
～自分のチカラを誰かのために～ そんなあなたを待っています。

田園調布学園大学  アドミッションポリシー（入学者受入方針）
─抜粋─

高校生のための

入 試ガイド

DEN-EN CHOFU University

主体性
多様性
協働性

知識・技能

思考力
判断力
表現力

福祉や教育分野に興味・関心を持ち、さまざまな
生きづらさや生活課題を抱える人たちを支援す
ることで、広く社会に貢献したいと考える学生。

保育及び子ども関連分野に興味・関心を持ち、子
どもの未来のために、豊かな心をもって保育・子
育て支援に貢献したいと考える学生。

人間の共生に向けた人々の心の支援や生涯学習
に関心を持ち、心理学に基づいてこれらに貢献、
実践したいと考える学生。

〒215-8542 神奈川県川崎市麻生区東百合丘3-4-1

TEL： 044-966-9211（代表）　
E-Mail： nyushi@dcu.ac.jp　

詳しくはWEB で！
https://www.dcu.ac.jp入試･広報課　TEL.044-966-6800

検 索田園調布学園大学
問い合わせ先

人間福祉学部 子ども未来学部 人間科学部

社会福祉学科  ［社会福祉専攻･介護福祉専攻］
心理福祉学科

子ども未来学科 心理学科

本学は、建学の精神である「捨我精進」を実践し、
柔軟な思考と行動力のある人間性の豊かな人材を育成したいと考えています。
３つの学部では、建学の精神に沿って、次のような興味・関心・問題意識を持ち、

将来、地域社会・国際社会に貢献できる学生の入学を期待します。　

３つの学部で学ぶためには、次のような資質や能力、学力や経験、姿勢や態度を期待します。

〈田園調布学園大学が求める学生像〉

〈入学前に求める能力、経験、姿勢〉

持っている資質や能力 高校までの学力や経験 入学後に期待される姿勢や態度

1. 人の気持ちや状況を考えたうえで、さまざま
な人と積極的に関わることができる。

2. 社会の問題に強い関心を持ち、その背景や
要因について考えることができる。

3. 自ら主体的に学ぶことができる。
4. さまざまな価値観を持つ人がいることを理
解し、柔軟な思考ができる。

5. 自分の考えを持ちながら、他者と良好なコ
ミュニケーションを図ることができる。

1. 高校で学ぶ各教科における基礎的な知識
や技能。

2. 社会のしくみや制度についての基本的な
知識。

3. 人に分かりやすく伝えることができる基本
的な日本語力。

4. ボランティア等の社会的活動への参加、ま
たは生徒会、部活動等の継続的な活動、ま
たは習い事等の継続的な活動。

1. 各学部の専門職としての知識と技能を身に
付け、社会に貢献しようという姿勢。

2. 目標を持ち計画的に学業に取り組み、必要
な知識、思考力、判断力、表現力、課題発見
力および課題解決力などを身に付けようと
する姿勢。

3. 実習も含め社会的活動に積極的に参加し、
多様な人 と々協働していく能力。

これからの社会で必要な力とは ［学力の３要素］
自立した社会人として生きるために必要な力として、文部科学省が提唱し
ているのが学力の3要素です。
学力の3 要素とは、（1）知識・技能の確実な習得、（2）（1を基にした）思考
力、判断力、表現力、（3）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を
指します。
これらを踏まえ、成績中心に判断された従来の入試とは異なり、新しい入
学者選抜試験ではその人となりすべてを評価していくものとなります。急激
に変化する社会構造の中で生き抜いていくために必要なのは、新たな価値
を創造していく力です。新たな価値を創造していくために、「学力の3 要素」
は必要不可欠なものなのです。

自分の将来について考えよう
人は他者や社会との関わりの中で自分
の役割を果たします。将来、自分がどの
ように社会と関わりたいのかを考えま
しょう。

将来に必要なスキルを調べよう
将来、社会と関わるために必要なスキ
ルを調べましょう。例えば、なりたい職
業について調べたり、仕事の現場に足
を運んだりしましょう。

スキルを手に入れる方法を知ろう
自分の将来のために必要なスキルは何
なのか。スキルを手に入れるため、何を
学べば良いのかを調べましょう。

高校時代にしておくとよいこと

■学校推薦型選抜

（2022年度4月 入学者用）
入学者選抜試験日程

2022年度

［2021年度以降の入学者選抜について］

S T E P  1 S T E P  2 S T E P  3

学力の3 要素

主体性を持って
多様な人 と々協働して
学ぶ態度

知識・技能の
確実な習得

知識・技能を基にした
思考力、判断力、表現力

協働性
多様性
主体性

知識・技能

表現力
判断力
思考力

2022年4月入学者対象

選抜区分 インターネット入力期間 必要書類送付期限（郵送必着） 試験日 合格発表

■一般選抜
選抜区分 インターネット入力期間 必要書類送付期限（郵送必着） 試験日 合格発表

■総合型選抜
選抜区分 インターネット入力期間 必要書類送付期限（郵送必着） 試験日 合格発表

※個別試験型＜A日程＞と＜B日程＞は同時出願が可能です。その場合の入学手続締切日は＜B日程＞に準じます。

※新型コロナウイルス感染症等の影響により、日程を変更することがあります。出願時に必ず大学公式ホームページでご確認ください。
※総合型選抜（課題提出型･活動報告型）はすべて専願制です。



評価ポイント 評価ツールこんなタイプのあなたにおすすめ

総合型選抜①
〈課題提出型〉

総合型選抜②
〈活動報告型〉

総合型選抜③
〈特待生型〉
（学費減免）

学校推薦型選抜

一般選抜①
〈個別試験型〉

一般選抜②
〈大学入学共通テスト利用型〉

● 自分は、これから伸びるタイプだと思っている。

● 調べたり、書いたりするのが好きだ。

● 自分の考えをきちんと話せる。

● 生徒会や部活動などで多くの経験を積んだ。

● 地域のボランティア活動を1年以上行っている。

● 活動から学んだことをぜひ伝えたい。

● 学習意欲は誰よりも強い。

● 大学でリーダーシップを発揮して活動したい。

● 経済的な負担を軽減したい。

● 高校生活全般を頑張った。

● 高校で毎日の授業を大切にしている。

● 真面目で人間性には自信がある。

● 国語・英語の勉強を頑張った。

● 英検準2級以上を取得している。

● 受験勉強を頑張っている。

● 得意な科目で受験したい。

● 自分の実力を試してみたい。

● 入学試験を効率よく受験したい。
※「英語」については、リーディング・リスニングの合計点を

100点満点に換算します。
※当面は、英語外部検定試験を利用しません。

調査書

課題についての発表 （プレゼンテーション）

面接

活動証明書

志望理由書

調査書

口頭試問※

面接

活動報告書についての発表 （プレゼンテーション）

調査書

推薦書

志望理由書

志望理由書

※短い文章を読んで、内容について問われます。

調査書

面接

志望理由書

小論文

課題についての発表 （プレゼンテーション）

調査書

面接

志望理由書

調査書

志望理由書

「国語」（60分）※現代文のみ。記述式問題を含みます。
「英語」（60分）※リスニングなし。記述式問題を含みます。

２科目型（国語・英語）

大学入学共通テスト利用型
大学入学共通テストの受験科目のうち、高得点の2科目
（各100点満点に換算）を活用します。

課題（1200文字）についての発表
（プレゼンテーション）

活動報告書（800文字）についての発表
（プレゼンテーション）

自分の考えを「自分のことば」で伝える。あなたの活動が
「大学での学び」とどうつながるか、整理しておくことが大切です。

発表（プレゼンテーション）の評価のポイント

❶「課題」「活動報告書」の要点を説明できるか　事前に作成・提出した「課題」
「活動報告書」に基づいて、その要点を説明できるようにしてください。※「課
題」「活動報告書」自体の採点・評価も別に行います。

❷話し方や発表態度が適切か声の大きさ、発話の速さ、言葉遣い、視線の向け
方などに注意しましょう。
❸見やすい工夫はされているか　文字の大きさ、図表、色やデザインについて、
見やすくなるように工夫してください。※美しさではなく分かりやすさです。

❹時間配分は適切か　時間配分に気を配り、持ち時間を有効に使うよう
にしてください。

❺応答は的確か　発表内容に関する質問に的確に答えるよう心掛けてく
ださい。

※入学者選抜に関する詳細は『学生募集要項』（大学公式ホームページ）でご確認ください。

STEP 1 出願日まで
志望理由（なぜその分野か？ なぜ田園調布学園大学か？）や自分の長
所・短所など基本的な事項について整理し、「自分のことば」でしっかり
と説明できるよう念入りに準備することが大切です。

面接

小論文 口頭試問 志望理由書

STEP 2 試験日当日
受験者1名・面接官2名による面接試験を行います。選抜区分により異
なりますが、面接は15分～30分が目安です。面接官の質問をよく聞い
て、準備してきたことを柔軟に答えていきましょう。

STEP 1 出願日まで
小論文（800文字）を書く練習をする
段落を構成する、主張を明確にする、根拠を述べるなど、小論文の基
本的な事項をしっかりおさえておきましょう。授業や参考書等の小論
文問題を用いて、60分800文字以内で書く練習をし、学校の先生など
に添削していただくとよいです。

STEP 2 試験日当日
短文を読み、小論文（800文字）を書く
短い文章（200～400文字）を読み、「〇〇〇について、あなたの考えを
述べなさい」という問いについて、800文字以内、60分で答えます。考
える時間、書きあげる時間、見直す時間をうまく配分しましょう。
※出題内容は全学に関わるものであって、福祉や保育、心理に限定さ
れるものではありません。

STEP 1 出願日まで
課題（1200文字）を書く
「課題」（全学部共通）
受験を希望する学部のアドミッション・ポリシーを読んだうえ
で、次の課題について、1200文字以内で述べなさい。
「最近、関心をもった福祉・保育・心理・教育に関する問題をひと
つ取り上げ、あなたの考える解決策について述べなさい」
※オープンキャンパスの模擬授業などを積極的に活用してください。
※発表のための資料を準備してください。

STEP 2 試験日当日
課題についての発表（プレゼンテーション）を行い
面接を受ける
課題についての発表（プレゼンテーション）を行ってください。
準備→発表（5～7分）→質疑応答という流れになります。
その後、面接を受けてください。

STEP 1 出願日まで
「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を鍛える
志望する学部のアドミッションポリシーをよく読んで理解してお
きましょう。新聞記事などを音読し、わからない漢字、意味や表
現を調べ、読んだ文章について、自分の意見や感想が言えるよう
にしておくことが大切です。

STEP 2 試験日当日
選抜日に口頭試問と面接を受ける
面接試験のはじめに10分程度行います。100文字程度の文章
を読み、言葉や内容について3問程度の質疑応答を行い、学力
に関する確認を行います（言葉の知識・内容理解・自分の考えを
わかりやすく伝えることができるかを重点的に確認します）。
出題は学部ごとに異なります。

STEP 1 出願日まで
活動報告書（800文字）を書く
「活動報告書」（全学部共通）
「高等学校在学中または、卒業後に行ってきた具体的な活動内
容と活動から得たことについて、800文字以内で述べなさい」
活動の種類：福祉・保育実践活動、ボランティア活動、課外活動、
総合的な学習時間における学修成果等。
※発表のための資料を準備してください。

STEP 2 試験日当日
活動についての発表（プレゼンテーション）を行い
面接を受ける
活動についての発表（プレゼンテーション）を行ってください。
準備→発表（5～ 7分）→質疑応答という流れになります。
その後、面接を受けてください。

STEP 1 出願日まで
自分の能力について考える
志望する学部のアドミッションポリシーをよく読み、どのような
学生が求められているのかを知りましょう。志望理由書や面接
等で、資質・能力、学力・経験、学修姿勢など自分のどのような力
を伝えればよいかを考えましょう。

STEP 2 試験日当日
志望理由書に書く2つの項目について考える
1） 志望動機および卒業後の進路

志望動機および卒業後の進路についての希望を抱いたきっかけ
や理由を説明できるよう考えましょう。個人的な動機にとどまら
ず、社会的な問題意識や社会的意義へつながっていることが望
ましいです。

2） 自己アピール
自己アピールの内容として、具体的な実績やエピソードを通して
自分の人となりを伝えてください。また、自分の性格、人間関係、
学習状況、課外活動等の状況など多面的に自分を見つめ、自分
の強みと弱みを振り返ってみましょう。自分の弱みを自覚し、そ
れをどのように克服・改善しようとしているかも大切なポイント
です。


